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H29.9.12 改定 

Ｈ２９年度 週休二日モデル工事の試行要領 

１．試行目的 

○ 建設工事における職場環境の改善の取り組みとして、平成２７年度に、週休二日モデ

ル工事（以下、モデル工事）を３件実施。Ｈ２８年度も３２件実施（完了１２件、試

行中２０件）しているところであるが、Ｈ２９年度も引き続き、国のモデル工事、及

びＨ２８年度試行完了アンケート結果を踏まえモデル工事を実施する。 

○ それぞれ完了したモデル工事に対し、アンケート調査を実施し、週休二日の環境改善

の取り組みとしての有効性の検証や、本格実施に向けての受注者（経営者）及び労働

者それぞれの問題点を抽出し対策を検討する。 

 

２．試行方針 

 

①モデル工事実施機関 

○ 各振興局建設部（長崎港湾漁港事務所、上五島支所、上県土木出張所含む、建築課、

長与都市開発事業所、維持・ダム・空港管理事務所は除く） 

②試行対象工事 

○ 試行対象工事については、道路、河川、砂防関係の工事において、設計金額１０００

万円以上の請負工事を対象とする。具体的な工事については追って調整を行う。 

③試行内容 

○休日には試行対象工事の元請業者（技術者）を休暇とし、現場を完全閉所する。 

○下請業者に対しては、協力を依頼する。 

④試行方式 

○Ｈ２９年度のモデル工事の試行においては、「週休二日パターン方式」を対象工事にて

実施する。 

 

＜方式の内容＞ 

・ 完全週休二日（土日祝日休暇）を基本とするが、工事内容（連続作業）や現場条件

によっては、全工程を完全週休二日とすることが難しいケースもあるため、作業内

容や自然環境を考慮し、以下の週休二日パターンを組み合わせることができる。 

〔週休二日パターン〕 

Ａ：完全週休二日（土日祝日休暇） Ｂ：４週８休 

 

・ ただし、祝祭日、年末年始、夏季休暇は週休二日とは別に休日として確保する。な

お、雨により現場の作業を中止した場合は、「現場の完全閉所」及び「元請技術者

が休み」の双方を満たす場合に限り週休二日の対象とすることができる。 
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・ 施工中に、パターン変更の必要性が生じた場合には、その変更内容と理由について

監督職員と協議を行う。 

・ なお、労働基準法第３５条(休日)を逸脱してはならない。 

 

（休日）  

第三十五条  

  使用者は、労働者に対して、毎週少くとも一回の休日を与えなければならい。  

２ 前項の規定は、四週間を通じ四日以上の休日を与える使用者については適用

しない。 

 

⑤試行予定工程と発注者の確認 

○受注者は、施工計画書の試行実施内容及び予定工程に上記「試行パターン」が分かる

ように休日やパターンを記載し監督職員へ提出する 

○受注者は、予定工程に変更（土日祝日作業、パターンの変更等）が生じた場合には、

その変更予定工期とその理由について監督職員と協議を行う。 

○監督職員は、受注者より提出された予定工程や変更予定工程（理由含む）が妥当であ

るか確認を行う。妥当ではないと判断された場合は、受注者へ修正を指示する。 

○監督職員は、施工中に施工プロセスチェック（工程管理）にもとづき、出勤簿や出面

表等を用いて実施状況等を確認する。 

３．モデル工事の実施方法 

○入札方式 

・モデル工事の発注にあたっては、設計金額に応じて、「長崎県建設工事一般競争入

札実施要綱」又は「長崎県建設工事一般競争入札試行実施要綱」に基づく一般競争

入札とする。 

○発注方式 

・全てのモデル工事の発注にあたっては、「施工者希望型」として発注する。 

・「施工者希望型」とは、発注者が「週休二日パターン方式」の試行対象工事として発

注し、受注者が工事契約後、週休二日を実施するか否かを判断し、選択した場合は

発注者と施工計画書の提出前までに協議を行い実施する。 

４. 週休二日モデル工事実施の推進のための措置 

①週休二日モデル工事の積算による措置 

○週休二日経費については、当初は計上せず発注し、契約後、受注者が週休二日を選択

し完全実施できた場合に、以下のとおり間接工事費率に、それぞれ次の補正係数を 
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乗じ変更契約を行うものとする。 

 

・共通仮設費：１．０２     ・現場管理費：１．０４ 

 

②工事工期の措置 

○受注者は契約後、当初設定された工事工期について、週休二日を実施するにあたって

適当ではないと判断される場合は、受注者が「必要工期」を算出し、施工計画書の提

出前までに発注者と協議を行う。発注者が妥当であると判断した場合には契約変更の

対象とする。 

③工事成績評定における評価 

○「週休二日パターン方式」が完全に実施された場合は、工事成績評定調書の「施工状

況－工程管理」の項目〔「休日の確保」「その他（週休二日を実施）」〕にて評価を行う。 

○更に、工期内において「Ａパターン」を実施した場合は、通常の評価とは別にその実

施割合に応じた加点を行う。 

▼工期内にＡパターンの実施割合で評価。 

・Ａ：   １００％実施  → ３点加点 

・Ａ：６０％～９９％実施  → ２点加点 

・Ａ：３０％～５９％実施  → １点加点 

・Ａ： ０％～２９％実施  → ０点加点 

 

※ 実施割合の算出については、工期内のＡパターン実施期間の土日休日実施日

数を工期内の全土日数で除し、小数第３位を切り捨て百分率表示とする。 

※ 工事成績評価は評定点合計で 100 点を超えないものとする 

○受注者の責において週休二日が完全実施できなかった場合であっても、減点は行わな

い。 

 

５．モデル工事の発注時の対応 

 

○モデル工事であることを、入札参加者に知らせるために入札公告の「１ 競争入札に付

する事項」に以下の文を明記する。 

（**）本工事は週休二日モデル工事（試行）の施工者希望型である。 

① 本工事は、建設現場での週休二日の推進等、休日を確保し、労働環境の改善や将

来の担い手の確保目的とした「週休二日パターン方式」の対象モデル工事であり、

「完全週休二日（土日祝日休暇）」と「４週８休」を組み合わせることができる。 
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② 休日は、当該現場（現場事務所）を完全閉所（現場作業、資料整理等は行わない）

とし、元請技術者も休暇とする。 

③ 受注者は、契約後「週休二日パターン方式」を実施するか否かを選択することが

できる。 

④ 工事の工期については、週休二日を選択し実施する場合は、受注者が「必要工期」

を算出し発注者と協議を行い、妥当と判断される場合は変更の対象とする。 

⑤ 週休二日の間接工事費の割増し（共通仮設費 1.02、現場管理費 1.04）については、

週休二日を完全実施した場合のみ設計変更で計上する。 

 

 

○モデル工事であることを設計図書（特記仕様書 第２章 施工条件明示 第３条１．

工程関係）に以下を明示する。 

 

《週休二日パターン方式》 

・週休二日パターンモデル工事における現場閉所の実施 

当工事は、週休二日パターン方式の設定モデル工事であり、受注者は週休二日

を実施するか選択できるものとし、選択し実施する場合は監督職員と協議を行う

ものとする。実施する場合は、予定工程において設定された休日及び現場閉所を

行うものとする。 

１）「完全週休二日（土日祝日休暇）」と「４週８休」を組み合わせ、休日を

確保する。 

２）予定工程において設定された休日は、監督職員との協議なしに現場事務所

を営業することや、工事及び測量等の現場作業のみならず書類整理等の事

務作業も実施することが出来ない。やむを得ず休日に作業（災害対応や緊

急工事等）を実施する場合には、監督職員と協議を行うこととする。 

３）元請業者（監理・主任技術者、現場代理人）は現場閉所にあわせて、必ず

休日とすること。 

４）工事の工期については、週休二日を選択し実施する場合は、受注者が「必

要工期」を算出し発注者と協議を行い、妥当と判断される場合は変更の対

象とする。 

５）週休二日の間接工事費の割増し（共通仮設費 1.02、現場管理費 1.04）に

ついては、週休二日を完全実施した場合のみ設計変更で計上する。 

６）モデル工事完了後、実態調査(アンケート)に協力すること。 

 

※詳しくは、長崎県土木部建設工事関係ホームページをご確認ください。 

（http://www.doboku.pref.nagasaki.jp/~kijun/） 


